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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第100期

第１四半期
連結累計期間

第101期
第１四半期
連結累計期間

第100期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 （百万円） 16,246 17,366 66,251

経常利益 （百万円） 1,927 2,455 8,217

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,334 1,701 6,146

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,377 2,263 10,798

純資産額 （百万円） 51,516 61,899 60,414

総資産額 （百万円） 78,726 87,986 86,073

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 20.65 26.34 95.14

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.4 70.4 70.2

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

４ 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、設備投資が企業の業績改善を背景として緩やかな増加基調にあり、

個人消費も底堅く推移したことなどから、緩やかな景気回復過程にあると見られています。海外経済は、米国・欧

州の景気が緩やかに回復する一方、新興国の景気は中国の景気減速が他の新興国や資源国に波及したこともあり、

弱含みで推移いたしました。

このような環境のもと、当社グループはアジア圏を中心に販売活動を強化するとともに生産体制の再構築を推進

し、経営の効率化と一層のコスト削減に取り組んでまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループの業績は、売上高173億66百万円（前年同期比6.9％増）、

営業利益20億32百万円（前年同期比4.3％増）、経常利益24億55百万円（前年同期比27.4％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は17億１百万円（前年同期比27.5％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

〔国内ベルト事業〕

自動車用ベルトは、新車組み込みライン用の売上高は前年同期並みとなりましたが、補修用ベルトは車検交換需

要の減少などから売上高が減少しました。

一般産業用ベルトは、景気回復の流れが需要拡大にはいまだ結びついていないことから、前年同期並みにとどま

りました。また、ＯＡ機器用ベルトはユーザの海外現地調達化により、海外ベルトの売上に移行したことから、国

内では微減となりました。

一方、運搬ベルトは食品業界向けの需要が安定的に推移するとともに、合成樹脂素材も企業の設備投資の回復に

伴って増加しました。

その結果、当事業の売上高は67億87百万円（前年同期比1.3％減）、営業利益は17億38百万円（前年同期比2.3％

増）となりました。

 

〔海外ベルト事業〕

欧州では、ロシア経済の減速の影響を受けたことや欧州通貨安の影響などから、売上高は減少しました。

米国では景気回復の影響により、自動車用・一般産業用ベルトの売上高はいずれも増加しました。

アジアでは、自動車用ベルトは補修用の売上高が減少しましたが、為替の円安影響により前年同期比では微減に

とどまりました。また、一般産業用ベルトは中国において農業機械向けや金融端末向けの売上高が増加し、ＯＡ機

器用ベルトも日系ユーザの現地調達需要の増加に伴い、増加しました。

その結果、当事業の売上高は83億62百万円（前年同期比12.3％増）、営業利益は８億74百万円（前年同期比

9.8％増）となりました。

 

〔建設資材事業〕

建築部門は公共工事や民間の改修工事物件の売上高が増加し、土木部門では廃棄物処分場関連の売上高が増加し

ました。

その結果、当事業の売上高は11億45百万円（前年同期比21.4％増）、営業利益は33百万円（前年同期比10.7％

減）となりました。
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〔その他〕

その他には、エンジニアリング ストラクチュラル フォーム、ナノ粒子を応用した新製品、仕入商品等が含まれ

ております。

その他の売上高は10億69百万円（前年同期比9.7％増）、営業利益は17百万円（前年同期比88.9％増）となりま

した。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末は、現金及び預金の増加等により流動資産が13億５百万円、株価の上昇に伴い投資

その他の資産が６億17百万円とそれぞれ増加したことから、総資産は前連結会計年度末比19億13百万円増加の879

億86百万円となりました。

また、負債も、流動負債が２億95百万円増加したことにより、前連結会計年度末比４億27百万円増加の260億86

百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が９億27百万円増加した結果、前連結

会計年度末比14億85百万円増加の618億99百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の70.2％から70.4％に上昇しました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、６億21百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 325,213,000

計 325,213,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 68,208,397 68,208,397
東京証券取引所

市場第１部

単元株式数は1,000株

であります。

計 68,208,397 68,208,397 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成27年４月１日

～平成27年６月30日
－ 68,208 － 8,150 － 2,037

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日である平成27年３月31日現在で記載しております。

 

①【発行済株式】

平成27年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   3,605,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  64,294,000 64,294 －

単元未満株式 普通株式     309,397 － 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 68,208,397 － －

総株主の議決権 － 64,294 －

（注） 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式998株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

三ツ星ベルト㈱

神戸市長田区浜添通

４丁目１番21号
3,605,000 － 3,605,000 5.29

計 － 3,605,000 － 3,605,000 5.29

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,956 19,861

受取手形及び売掛金 14,802 15,296

商品及び製品 11,369 11,110

仕掛品 1,546 1,685

原材料及び貯蔵品 2,299 2,263

その他 1,439 1,503

貸倒引当金 △111 △113

流動資産合計 50,302 51,607

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,752 6,663

機械装置及び運搬具（純額） 8,395 8,144

工具、器具及び備品（純額） 1,673 1,671

土地 4,349 4,353

建設仮勘定 360 691

有形固定資産合計 21,533 21,524

無形固定資産 77 76

投資その他の資産   

投資有価証券 13,836 14,446

その他 341 348

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 14,160 14,777

固定資産合計 35,771 36,378

資産合計 86,073 87,986
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,808 7,891

短期借入金 4,346 4,173

未払法人税等 1,025 688

賞与引当金 708 1,254

その他 3,969 4,145

流動負債合計 17,857 18,152

固定負債   

長期借入金 1,571 1,393

退職給付に係る負債 1,213 1,276

役員退職慰労引当金 24 20

その他 4,992 5,243

固定負債合計 7,802 7,933

負債合計 25,659 26,086

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,150 8,150

資本剰余金 3,927 3,927

利益剰余金 40,756 41,683

自己株式 △1,867 △1,870

株主資本合計 50,966 51,890

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,934 8,346

為替換算調整勘定 1,943 2,091

退職給付に係る調整累計額 △430 △428

その他の包括利益累計額合計 9,447 10,009

純資産合計 60,414 61,899

負債純資産合計 86,073 87,986
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 16,246 17,366

売上原価 11,004 11,951

売上総利益 5,242 5,414

販売費及び一般管理費 3,293 3,382

営業利益 1,948 2,032

営業外収益   

受取利息 27 29

受取配当金 162 193

為替差益 － 220

その他 52 61

営業外収益合計 241 505

営業外費用   

支払利息 23 10

為替差損 175 －

固定資産除却損 15 24

デリバティブ評価損 0 20

その他 47 25

営業外費用合計 263 81

経常利益 1,927 2,455

税金等調整前四半期純利益 1,927 2,455

法人税等 592 753

四半期純利益 1,334 1,701

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,334 1,701
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 1,334 1,701

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 344 411

為替換算調整勘定 △315 148

退職給付に係る調整額 13 1

その他の包括利益合計 43 561

四半期包括利益 1,377 2,263

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,377 2,263

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

減価償却費 701百万円 766百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 581 9 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 775 12 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高         

外部顧客への売上高 6,878 7,449 943 15,271 975 16,246 － 16,246

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,136 723 － 2,859 343 3,203 △3,203 －

計 9,014 8,173 943 18,131 1,318 19,450 △3,203 16,246

セグメント利益 1,698 796 37 2,532 9 2,541 △592 1,948

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△592百万円には、セグメント間取引消去44百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△636百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高         

外部顧客への売上高 6,787 8,362 1,145 16,296 1,069 17,366 － 17,366

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,335 742 － 3,077 301 3,379 △3,379 －

計 9,122 9,105 1,145 19,373 1,371 20,745 △3,379 17,366

セグメント利益 1,738 874 33 2,646 17 2,663 △631 2,032

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△631百万円には、セグメント間取引消去43百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△674百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 20円65銭 26円34銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,334 1,701

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
1,334 1,701

普通株式の期中平均株式数（千株） 64,611 64,600

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

 

平成27年８月７日

三ツ星ベルト株式会社

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石  田  博  信    印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柴  田  芳  宏    印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三ツ星ベルト株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三ツ星ベルト株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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